
一展望論文一沙漠研究 15-2.65-77(2005) 
Journal of Arid Land Studies 

インド西部の乳加工体系と乳製品流通

平田昌弘傘

通訳者を通じて，グジャラート州ではグジャラート語

で，ラジャスタン州ではヒンディ一語で，乳加工の担当

者に主におこなった グジャラート州で聞き取った乳製

品に関する語棄をG，ラジャスタン州で聞き取った語棄

をRと1."それぞれの語棄の最後にGもしくはRを添刻て

表記した l 

く乳製品名〉

乳酸泥酔ト---，-ーーダヒ

十 」ーースリカ ンド(加糖ヨーグルト)

!っ平二エコヱユ)
仁一一ーラッシー(

LJ目、且ーー一一ーハエール(酸カード)

L乾燥ーチェルピ 〈乾慢酸カ ド)

市乳

く主処理工程〉

チャーナ(餓凝乳カード)

ハエール(酒食接乳カード)

チャーナ・ホヱー

キル(濃縮乳)

コア{漫縮岡乳)

ラプy-(浪縞クリ ム)

マライ(語集結乳)

シラトクパル ωm絡コア)

搾乳技術の発明こそ，牧畜左いう生業の成立に大きく

関わった要因であるとされている(梅棒， 1967 

119) 乳文化の視座から，アジア大陸における牧畜論

を比較分析するために，著者はこれまで西アジア，中央

アジア，北アジア，チベット高原における牧畜民の乳加

工体系を調査してきた(平田， 1998 ; 1999 ; 2002a ; 

2002b ; 2004b) 

インドは，ウシ・スイギュウの生乳生産量が1997年で

は6，797万トンとアメリカに次いでいたが， 1998年からは

世界第l位となり， 2002年では8，245万トンを生産する酪

農大国となった (IDF，1998; FAOSTAT， 2004) この

ことは，アジア大陸の乳文化を分析するに当たって，イ

ンドの乳文化への論考は不可欠であることを示してい

る これまで，インド亜大陸における乳加工体系の報告

は，鴇田(1992) ， Aneja (1996) ，足立 (2002)など

により報告されている 鴇聞の報告(1992)から分かる

ことは，類似した乳加工技術や乳製品がインドでは多種

多様に発達していることである(図1)

そこで本稿では，この複雑にまで発達した乳加工体系

を再整理し，その特徴分析を試みるために，牧畜民主都

市・農村における乳加工体系に関する現地調査をおと

なった 牧畜民の乳加工体系を把握するために，インド

西部のグジャラート州とヲジャスタン州とにおいて29地

点(・ 1-・29) を選び， 2003年l月から2月にかけて観

察とインタビューとをおこなった(図2) 都市・農村

については，グジャラート州のアーナンド市Anandと

アーメダバード市Ahmcdabad，ラジャスタン州のウダイ

プル市Udaipur，および，その周辺農村において，乳加工

を専業左する世帯を6地点(企1-.10.6)調査した(図

2) ただし，インドで育まれた乳加工技術を本論文で

は研究対象としているため，大規模に乳加工をおこなっ

ている巨大加工業者は調査から外した インタピューは
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図l 鴇困(1992)によるインドの主な乳加工と乳製品目類型分類
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Milk Processing System and Distribution of 

Milk Products in a Western India 
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